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｢キリシタン能」再考

－イエズス会日本報告の原本から－

パトリックシュウェマー

ＰａｔｒｉｃｋＳＣＨＷＥＭＭＥＲ

１６．１７世紀のイエズス会宣教師達は当時日本で行われていた様々な芸能を，毎週

のように「日本報告」に記し，ヨーロッパ本部へ送っていた．これらの記録につい

ては芸能史，宗教史の各分野から注目を集めているが，もっとも新しい松田毅一監

訳'をはじめとし，従来の研究のほとんどは目撃者が記した原報告ではなく，ヨー

ロッパ側で出版された翻訳版本『報告集」に依っている．これらは目撃者が各々ス

ペイン語・ポルトガル語・イタリア語で報告したものをラテン語などに翻訳して，

宣教活動への寄附を促す宣伝として編集・出版したものであるため，原本と比べて

意図的な削除・変更箇所も多く，ヨーロッパ側の印象を論じる場合以外は，依拠資

料としては甚だ不充分である．なお，１７世紀に入ると『報告集」の出版が希になる

ため，詳しい内容は17世紀末から19世紀末にかけて出版された歴史書での引用断片

から推測するのが普通である．ただし，これらもイエズス会士によってイエズス会

を賛賞するために書かれたのであって，聖人伝・歴史小説に近い性質を有する．な

ぜ原本が読まれてこなかったかというと，原本はローマ・マドリッド・リスボン・

ロンドン，ヨーロッパ各地に拡散しており，翻刻どころか，目録化さえされていな

いものが多いためである．本稿をなすにあたり，筆者は，法政大学能楽研究所の宮

本圭造氏，そして上智大学文学部の豊島正之氏とともに，在ローマ・イエズス会文

書館が所蔵する原報告を調査する機会を得た．このプロジェクトでは，報告の写本

を調査することによって確認できた芸能関係箇所を取り上げ，芸能史という観点か

らイエズス会士が目撃した様々な日本芸能の検証を行う．

日本報告でしか知られない芸能に，主に九州地方のキリスト教会において年中行

事として行われた，聖書などのキリスト教説話を題材とした演劇がある．先行研究

l松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集」全15巻，同朋舎出版（1987～1998年）

は長崎叢書・異国叢書・新異国叢書などの村上直次郎訳（後に柳谷武夫編集）に取って代わる．

ただし，どれも翻訳版本「報告集」に基づく．
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139（２）

では，これらが日本的なのか外国的なのかという議論に留まり，これを「キリシタ

ン能」「キリシタン幸若」「キリシタン浄瑠璃」という風に日本伝統芸能のどれかに

同定し，場合によって歌舞伎など後世の伝統芸能への影響を見出そうとする傾向が

ある．本稿ではこの宗教思想・国家思想という観点から－歩下がり，この芸能を記

録する代表的な日本報告の箇所をいくつか原本から読み直す．すると，目撃者の記

述に従えば，敢えてジャンルで言うと当時ヨーロッパの教会で上演される
ミステリオ

Inysterio「神秘劇・聖史劇」という名称も使われるが，「演劇」という意味の語の

方が圧倒的に多い．ヨーロッパのそれにも見られるような舞台効果を使いながら，

日本語によって台詞が交わされ，配役も歌い方も日本風である，と書かれている．

入場・門番など，劇場経営の問題にも言及している．主な特徴は以上である．なお，

所作の伴わない問答や語り物があれば，派手な作り物を出す舞台劇もあるという風

に，形式がそもそも一定しない．したがって，本稿ではこれらの「キリシタン劇」

を国籍もジャンルも定めず，独自の芸能群と見なし，上演記録の内容を原報告に

拠って読み解いていきたい．

キリシタン劇を扱った先行研究でもっとも充実したものは海老澤有道の単著「洋

楽伝来記」である2．イエズス会資料を通して宣教師の芸能活動を概観しながらも，

九州の教会演劇に一章を費やしており，キリシタン劇関連記事を多く紹介している

という点で貴重な研究である．ただし，例に洩れず翻訳版本『報告集」に依ってい

る．幸い，「報告集』を多く引く割には記事内容についての議論が少なく，大まか

な形でその内容を叙述するに留まっているため，原報告を視野に入れたことで完全
カンティーガ

に覆されるところも少ない．だが，例えばある報告によると，あるとき「caI1tiga」

が歌われたとあるところを「民衆的信仰の表現である単音聖歌」と解釈し３，一貫

して「カンティーガ」を庶民性（つまり，ある上演が純日本風かどうか）の試金石

に用いている4．このような言葉をこのように解釈できるかどうかも再検討する必

要があるが，何より重要なことは，版本「報告集』の編集者の関心が低かったため

か，「カンテイーガ」のような芸能に関わる用語こそが目撃者の報告が編集される

際に，多くの異同が生じる箇所となっているということである．上記の場合は原本

２海老澤有道「洋楽伝来記：キリシタン時代から幕末まで」日本基督教団出版局（1983年）本書

籍は「洋楽演劇事始：キリシタンの音楽と演劇」大洋出版（1947年）の増訂版である．

３同29頁．

４同66頁．
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「キリシタン能」再考（３）138

も版本も「カンティーガ」であるため問題とはならないが，内容に関わる異同も多

く確認できる．

例えば，1560年のクリスマスの次の記事がある．原本と版本『報告集』を比べて

みると，芸能史研究において重要な言葉の多くに揺れが見られる．

【①原報告（葡)】５

α/ｂｓｍｄＭａｍＪｓｅｓ山伽９"Ｍｚ〃e”ＣＯ加沈雌α/ｑｇ７ｍｏ"deos〃，α応ﾉWOC〃庖加一

伽scDrse"sα伽s,ｑｉｄｅ”"加川伽α"tcssePm"２０"`e”，nesc"m6Wzms肱/Ｍａｓ，

dtzsCzgｿ月Mzsc〃伽、,ｅ‘e〃zMDc姉"αｓｏ伽ａｓ９"0α応ｈ仙伽sscc6iM腕αz"ねＳ

ｃ的"Czsas"α腕αＭ、ケＣＯ""""０c＠脚八

【①原報告（和訳)】６

降誕祭もまた大いなる喜びで祝われる．ここにキリシタンの日本人は皆，何日

も前から練習される演劇を披露しに来る．ここには聖書，教義からの物語がた

くさん描かれる．そのような物語を歌にも舞曲にも彼らの方法で作曲されて，

これらを常に歌っている．

【①エポラ版『報告集』（葡)】７

ＡｆｅｓｔａｄｏＮａｔａｌｓｅｃｅｌｅｂｒａｃａｔａｍｂｅｍcOmuitaalegria，ondeosIapOes

Christ2iosv6todoscOsuasrepresentaP6es,ｑｄｅａｌｇＵｓｄｉａｓａｎｔｅｓｓｅｐｒｏｕｅｍ，

onderepresent2Iomuitashistoriasdasagradaescritura，＆demuitadoutnna，

sobreasquaeshistoriassecompo6canUcos,＆coprasasuamaneira,ｑｄｅ

ｃＯｔinocantaO．

５アルメイダ1561年10月１日府内発インド管区長クァドロス宛．在ローマ・イエズス会文書館蔵

「JapSin､４」161丁オ．（以下JS4.161など）引用文の言語を（葡）という風に示す．（西／葡）

はポルトガル語かぶれのスペイン語を意味する．報告書の日付は月日も西暦である．

６特にことわらない限り，和訳はすべて筆者による．

７CmTZzs9"eosPaCjﾀｸﾞBｓｅｉ""Z7Dsdtzco”α"ﾉﾚね（たんszcsesc”"e'117DdDsllq)',zosdemp碗＆Ｃｿbj"ααｏｓ

ｄＺ”es〃αCO”α"ﾉｶねdUz〃｡、,＆Ezu'〃αｄＢｓｄＤα""ｏｄＣＩ５４９.＠だoｄＣＩ５８０（Evora:Manoelde

Lyra,1598)，１巻83丁ウ．（以下Ｃ1.83など）
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【①エポラ版「報告集』（松田監訳)】８

当地では降誕祭が同様に大いなる歓喜のもとに行なわれ，これには日本人キリ

シタン一同が，数日前から準備し劇をもって臨み，聖書中の物語や教えを数多

く演じた．それらの物語のために日本風の歌を作って絶えず歌った．

上の記事を分析する前にまず，厳密に言えば「原本」も「版本」も複数あるという

ことを断っておきたい．紛失の可能性に備え，イエズス会報告の写本はもとから筆

者か秘書が数枚書写し，「第一経由」「第二経由」などと書いて，違う道筋で送った

のである．なお，秘書が第四経由を書写している段階で筆者が戻ってきて余談を書

き足した例も多く見られる．こうしてできた諸本はヨーロッパに届いてからはもち

ろん，途中でも書写されている．なお，当時は忠実に文書を写すという概念が薄

かったため，自由に翻案・要約しながら移すのも当たり前であった．そのため，し

ばしば異同が生じている．100年以上にわたり書き続けられてきた日本報告の諸本

をすべて把握した上での校訂と言えば最初の15年間分しかないが，幸いにも以上の

箇所は，その期間に含まれている９．以上引用したイエズス会文書館本は自筆本で

はないが，第一経由であり，リスボンやマドリッドに伝わる諸本８本はどれもこの

箇所に異同がないため，これ以上目撃者の言葉に近いものはない．それに対し，い

わゆるエポラ版「報告集』の記事と比べて数箇所に異同が見られる．ただ，松田監

訳の基となる1598年のポルトガル語エポラ版は唯一の「報告集』ではなく，この期

間の報告を最も詳細な形で出版しただけである．最も古い『報告集」は1562年のス

ペイン語コインブラ版であるが，ここには先に紹介した報告が全く記されていな

８松田毅一監訳「十六・七世紀イエズス会日本報告集第３期第1巻」同朋舎出版（1997

年)，372頁．（以下Ｍ3.1.372など）

９DOC"腕e"〃sdWbPd"ａＭＤ""〃e"、HHSね"ｃａＳｏｃｊｅｍ蛎陀s",Ｍ０""腕c"ｍＨＨｓｍ"cαルカ0"ｊａｅ３，

ｅｄＪｕａｎＲｕｉｚｄｅＭｅｄｉｎａ（Roma:InstitutumHistoricumSocietatislesu,1995)，372．（以下ＭＨＪ

3.372など)．東京大学史料編纂所編「日本関係海外史料イエズス会日本書簡翰集」原文編之一，

二，三（1990年，1996年，2011年）もあり，原本所蔵の最新情報を伝えているという点で貴重な

資料である．しかしながら，底本は原本ではなく，「報告書」を優先的に用い，原本からは明ら

かな欠陥を補うのみという校訂方針を採っているため，本研究ではルイズードーメデイーナ編を

参考にすることにする．

１０Ｃ”ｍｄＣａ卿"αscamzs9脚eJ0sPad瘤ｙ〃e”α"osdeノロＣＯ”α汀mdCIES凪９Ｗｅａ"dcz〃e〃わんz‐

ｄｊＺｚ,ｙｏｊｍｓＰａ?ねｓｏ"e"ねﾉ８s,GSC、）e"〃αﾉosdcﾉα加西〃αCO”α"ｍｄＣＰｂｍ`gZzﾉ，ｅｄ・ＪｏａｎｄｅＢ韮

ｒｅｒａ（Coimbra:JoanbeBalTera,1562)．
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「キリシタン能」再考（５）136

い10．この報告が初めて掲載されるのは次いで出版された1565年のスペイン語コイ

ンブラ版だが，クリスマスの箇所が削除されている１１．スペイン語に訳されずにポ

ルトガル語で出版されるのは1570年のコインブラ版が初めてだが，依然として例の

箇所がない'2．このクリスマスの記事が活字として現れるのは松田監訳が基づく

1598年のポルトガル語エポラ版だけである．

しかし，エポラ版「報告集』では，肝心なところが変わっている．原報告では，
アクト アウトゥ

(英）actと同源で原義が「所作」である（葡）autoが「演劇」を示すためIこ多く
へプレゼンタセウ

使われている．これに対してエポラ版では（葡）representa9ao，つまり原義が

｢表現」で，アウトゥよりは抽象的な言葉だが，これも「演劇」という意味で頻出

する．エポラ版では，数ページにわたり原本との異同のないところも見られるのだ

が，この語は改められている．なお，同文章には，さらに二箇所で異同がある．教
カントウシュトローヴァシュ

徒達が何を作曲しているかというところで原本Iまcantosとtrovasを挙げているが，
カンティクシュコープラシュ

エポラ版の責任者リーラはこれらをcaI1ticosとcoprasに変えている．この変更の

意味や機能に関してはさらなる検討を要するが，海老澤の言うようにカントゥが重

唱歌でカンティーガが単音歌だとすると'3，ヨーロッパ側の編集者がより地味なイ

メージを喚起させたかったとも考えられる．なぜかというと，演劇にあるような言

わば「狂言綺語」を巡る不安がキリスト教でも古くから存在するためである'4．当

時のヨーロッパでは，イエズス会は演劇界との間で一種の「文化戦争」とも言うべ

き状況にあり'５，エポラ版でこれほど多くの報告を出版することができたのもイエ

ズス会出身であるエポラ大司教ブラガンサが庇護したお陰である．コープラは不明
コンポー

な面もあって松田では訳されなし､が，動詞（葡）ｃｏｍｐｏｒ（作曲する）と同源の名

詞で「曲」のような意味だとすると，版本が原本の内容を暖昧にしているというこ

１１Ｃ”mdClZzscαγｍＳ９"ｅﾉｏｓＰａ`榧ｙ〃e”α"0s火ﾉａＣｂ岬α"、。e〃s"ｓ９"ｅα"｡(z〃ｅ〃ｅﾉＩｔＷ〃Ｂｓ‐

ｃ”"2ｃｍ〃α〃ｓｄｅノヒＺ腕ｉｓ"αＣｂ”α"ｊｑｄｅノα〃ｄｉａｙＥ郷ｍＰａｄｅｓｄｂｅノα〃odCjMDXLﾘﾉ、９"ｅ

ｃｏ〃“α"",ﾉｂａｓｍｅﾉＰａｓｓａｄｍねＩＪｍＩ,ｅｄ､JoandeBalTera＆JuanA1varez（Coimbra:ＪｏａｎｂｅＢａｒ←

reral565),246．

ｌ２Ｃｈｚｍｚｓ９"ｅｏｓＰａｄ,ｑＧｓｅｊｍｸﾞｏｓｄｔｚＣｂ岬α"ＡｊｑｄＣ〃szｲｓ９α"妬０〃OsRGy"0ｓ(た、Z，伽GSC”"emo

a0sdcz〃８s”αＣＤ”α""ねdtz〃ｄｊａｅＥｗ伽ａｄｅｓｄＤα""ｏｄＣＩ５４９α/ＣＯ(た66,ｅｄ､ＡｎｔｏｎｉｏｄｅＭａＰ

ｒｉｓ（Coimbra:AntoniodeMaris,1570),２２１．

１３前掲書籍38頁注８．

１４同67頁．

l5Muir,Edward,７舵α""”Ｗb）qsq′幼eZLzteRe"αjSsα"Ce:ＳｈｅP"Cs,Ｌｊｂｅ汀ｊ"８s,α"ｄＯＰｅｍ（Cam‐

bridgeHarvardUniversityPress,2007)．

Hosei University Repository



１３５（６）

トルバドゥール

とになる．原本のトローヴァIま（仏）troubadourと同源で「舞踏，語り物」を意

味するため，やはり教会で舞を舞うイメージが想起されないように椀曲的な表現に

変えられているのではないだろうか．この箇所がこれまで完全に削除されていたと

いうことも念頭に置いて考えればその可能性がますます高くなるだろう．

日本にいた宣教師達も演劇に対して`懐疑的であったようだ．上記の報告と別の宣

教師も同じ出来事をさらに詳しく伝えている．今度の原本はスペイン語によるもの

であり，エポラ版「報告集』のポルトガル語はその翻訳である．

【②原報告（西)】'６

Obrade20diasantesdelNatalpassadodixoelpadreadosotreschristianos

queolga】aiaquehiziesenalglhnautocomquelanochedeNatalsealegrasento‐

dosenelSefior;yestonodet6rmindndolesloqueaviandehazer,masdexAn‐

doloensualvidriodeUosLosquales,quandovinolanochedeNatividad,ｓａF

heroncontantasinventiones,alprop6sitodecosasqueeUostenianoidasdela

SagradaScripmra,queeraparaalabanalSefior・PrimerolacaidadeAddnyla

speran9adelaredempti6nYparaessoposieronemmediodelaiglesiauna

macanejaconunospomosdorados，debaxodelquaMrboremganOLucifera

Eva.YestocomsuusmotetesemjapAn,ｑｕｅａｈｕｍｑｕｅｅｒａｄｉａｄｅａｌｅｇｒｉａｎｏ

ａｖｉagrandenipequenoquenonlhorase,Ｙｄｅｓｐｕ６ｓｄｅｌａｃａｉｄａｆＵｅｒｏｎｐｏｒｅｌ

ａｎgelechadosfUeradelparaiso,loqualfUecosademuchomaslhoroyplanto，

porquecomocomlamateriatomavancausaparaessoydashguraserangratio‐

sas,ｎｏａｖｉａｑｕiennolhorase､Ｙｐｏｃｏｄｅｓｐｕ６ｓｓａｌｉ６ＡｄＡｎｙＥｖａｃｏｍｌａvistidura

queDioslesdio・Yapareci61uegoundngelconfOrtAndolosyddndolessperan9a

quealnnaviandeserredemidos，Losquales，comalegriaycomnomenos

ldgrimasdeconsolati6n，sedispidieroncantando，ydexaronalauditoriocom

alegria.Ｙdespu6sdestorepresentaronaqueUasdosmugeresquepidieronjus‐

titiaaSalam6n,laqualrepresentati6nfilebuenaparaconhlsi6ndelasmugeres

queenestatienFamatansushijos,mostrdndoleslafilersadelamornaturalque

１６フェルナンデス1561年10月８日府内発インド管区長宛．ＭＨJ3.422-4.JS4.211ぃ212,Ｃ1.78v迄79,Ｍ

3.1.355参照．このように校訂がある範囲で原報告諸本の異同が少ない箇所は校訂からローマン体

で掲載する．写本の場合はイタリック体で示し，注では写本を先に掲げる．
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tienelamadrealhijo､YassiotrosmuchosacaescimentosdelaSagradaScrip

tura・Ydispuessalieronlospastoresalosqualesapareci6eMngelylesdenun‐

ti61anuevadealegriaylesensenh6quefUesendadoraraJesuchristo､Yse

represent6c6moMevenirJesuchristoconinnnitagloriaajusguarlosbuenos

ymalos、Yestodesiaunotodomcanticasyrespondianledeotrapartelos

cMstianos,ajuddndoleadizir,lasnmsmascanticas・EstascosasfUerontodas

echas,comajudayfavordivino,tanacabadamentequemuchomasolgariaque

stuvieradesacda，charissimosermanos,ｐａｒａｌｏｖｅｒｑｕｅｎｏａｌｌｄｐａｒａｌｏｏｉｒ,Y

llegandoalamedianocheoyerontodossumissacomaquelladevoti6nquｅｓｉ‐

empreacostumbranYahunqueestavanmuchosconlessadospararecibirel

SantissimoSacramento,nolotomaronentonces､Alosqualesdixoelpadreque

pod1Riaserquealgunostuviesenelcoraponnotanquieto,ｐｏｒｌａｓｎｅstasdela

noche,comoeranecessano;quesperassenalahestadelbenditissimonombre

deJeslis,enelqualdian6stodosrenovamoslosvotosygrandemimerode

christianostomaronelSantoSacramento．

【②原報告（和訳)】

去年の降誕祭から20日前の準備．神父は二，三人のキリシタンに，ご降誕の晩

みなが主において喜ぶためになんらかの演劇をすれば楽しいだろうと言ったが，

何を準備するべきかについては指示せず，彼らの思い付きに任せた．ご降誕の

晩になると彼らは，聖書から聞いたことを伝えるために何と素晴らしい技巧を

繰り出した．これらは主を誉め讃えるためだった．まずはアダムの堕落と贈い

の希望．このためには教会の真ん中に一つ金メッキの実がなっているリンゴの

木を置いて，その梢の下でルシフェルがイブを願す．これらは彼らの日本にお

ける合唱を以てであったため，喜びの日といっても老いも若きも誰でも泣かな

い人はいなかった．また堕落の後で楽園から追い出されたが，これは更なる泣

きと嘆きの原因となった．彼らがあまりにも題材を自分のことのように思って

いたのであり，役者達も優美だったし，泣かない人はいなかった．その後アダ

ムとイブは神様にいただいた服を着て出てきた．またその後，天使が表れて慰

めて，最終的には噸われるのだと希望を付けてあげた．彼らもまた喜びと少な

くない涙で，歌って皆に別れを告げて，喜んでいる聴衆の前を去った．その後
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はソロモン王から裁きを乞う女`性たちを演じた．この演目が母親がその子に対

する自然な愛,情を示すところは，この国で自分の子供を殺す女性を論破するの

に便利である．他にも聖書からの出来事の数々・その後は天使たちが表れて喜

びの夜を告げてイエス・キリストを慕うべきだと教えてあげた牧者たちが出て

きた．またイエス・キリストが善い人と悪い人を裁く無限たる栄光を以て再び

来たるというのも演じられた．これらのことはずっと謡いで－人が言って，キ

リシタンたちもまた答えて，同じ謡いを謡うのを助けた．これらのことはすべ

てあまりにも神聖なる恩恵でよく繰り出されたため，最愛の兄弟よ，予想以上

に大いなる喜びかな，こんなのを聴くのはもちろん，観ることもできたのだか

ら．また真夜中を過ぎたら，誰も彼もいつもの熱心さであの神父のミサを聴い

たのである．ご聖体が拝領できるように繊悔しておいた人も多かったが，その

時は拝領しなかった．神父が，もしかしてその晩のお祭で彼らの心の静けさが

足りなくなっていたのではないかと言ったからである．したがって，我々もみ

な授戒を改めて，たくさんのキリシタンがご聖体を拝領した聖名祭を待つこと

になった．

今回の筆者が一番伝えようとしているのは，この芸能が信徒達の発想によるという

ことである．だが厳密には，これはあくまでも司祭の依頼によって，その指導のも
オルガリーア

とでの発想なのである．まず，版本Iこないolgariaは語尾からすると動詞の単純仮

定三人称単数形だが，どの動詞かは不明である．単数なので主語が司祭ならばわか
オプリガール

リやすし､．よって，（西）obUgar（義務づける，強いる）の単純仮定三人称単数形
オプリガリーア

obligariaの説りに捉えて，意味合いが「頼む」程度だとすれば，「演劇をするよう

に頼めるかと言った」と筋が通るようになる．逆に音からするとオブリガールより
オルガール オルガリーァ

も（西）holgar（休tf，怠ける，余る）の同活用形holgariaの方が妥当であろうが，

こうなると主語がキリシタン達となり，非文法的である．もっとも，当時のロマン

ス諸語で数がとてもいい加減であるため，「怠けているキリシタン達に演劇をする

ように言った」だとも考えられる．ただ，そうなると司祭が，キリシタン達が第三

者の連中に演劇をしろと「オブリガリーア」（頼むように）言ったという可能性も

生じる．つまり，教会が司祭と信徒一同で形成されるのみならず，信徒の中に宣教

師と話すような「二，三人」の土豪らしき人物と，そのあつらえに応じるような一

般人との区別もあるということになる．さらに，オルガールを「楽しむ」と解する
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「キリシタン能」再考（９）１３２

こともできる．もっとも，スペイン語で「楽しむ」と意味するのは再帰動詞
オルガールセ

holgarseだけで，本報告の使用言語は1まぼ純粋なスペイン語で，名義人もスペイン
エンガニョールシフェルアェヴァ

人だが，ずっとポルトガル人に囲まれていることもあり，emgall6LuciferaEva

(サタンがイブを願した）とポルトガル語の冠詞を使うこともある．したがって，
フォウガー

(葡）fO1garが「楽しtf」と意味するポルトガル語に影響されて「キリシタン達が

演劇をすれば司祭が楽しむだろうと言った」と言いたかった可能性もある．どちら

にしても，役者の労力は司祭，あるいは信徒の上層階級の依頼するもの，無駄にさ

れないように管理するもの，あるいは消費して楽しむものとして位置づけされてい

る．この演劇は前掲のアウトゥという名称で呼ばれ，興味深いことに，これも「報

告集』のポルトガル語訳ではレプレゼンタサオに変えられている'7．どちらにして

も明らかに充実した配役も，「金メッキの実がなっているリンゴの木」のような作
モテーテス

リ物もある．この場面の台詞の発声は「彼らの日本での」motetes（多声歌）によ

るとあるため，声明や田植歌，現代の我々が認識できるような日本伝統芸能の多声

歌が用いられた可能性もある．イエスが出てくる後半では歌い方がモテーテから
カンティカス イエスト

canticas（単音歌）に変わる．ただし，台詞の分|ﾅ方に関しては原報告のYesto
デスィーアウノトードトードカンテイカス イイシトゥトゥードゥディジーアウム

desiaunotodoincanticasという部分を，「報告集」が（葡）Eistotudodeziahum
カンチガシュ

c2itigasと，暖昧な語111頁に変えて訳しているので海老澤は「すべて一人が」と誤解

している'８．だが原報告を見ると，主役も残りの信徒達も「すべて単音歌で」交代

交代に歌っているため，一人でないことは明らかである．

以上の事柄について芸能史家林屋辰三郎は1954年の論文で，同じ箇所をおそらく

民俗学者岡田章雄の『報告集』の引用から知り'９，能のワキ・シテ・ツレの区別や

能の作り物に同定してこの演劇を「切支丹能」と命名した20．確かに，例えば能

《半蔀》によくある金の瓢箪や能の地謡を連想することもできるが，逆に下層階級

の日本人信徒がその場で新しい日本語の多声歌を発明したとしても，それも同じく

｢日本のモテーテ」と書かれるはずである．依拠資料の不充分を自覚したからか，

林屋のこの記事は当時記していた単著『歌舞伎以前」にではなく，付録のような形

で雑誌に入れられている．林屋は当時，能から歌舞伎を生み出した刺激，あるいは

Ｃ1.78v、

前掲書籍69頁．

岡田章雄「南蛮キリシタン風俗」齋藤隆三，圭室諦成編「日本風俗史』雄山閣（1941年）２２．

林屋辰三郎「歌舞伎と十字架」「新劇」８（1954年１１月)．

７
８
９
０

１
１
１
２
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｢失われた一環」のようなものを探しており，本記事でも「太閤能」と「切支丹

能」をその候補に立てている．よく似た言説として，キリスト教徒も，例えば歴史

小説家千草子も棄教者不干斉ハビアンが排耶書「破提宇子』で「融ノ謡上」を文章

として引用する例を挙げ21,ハビアンも当時のキリスト教徒の多くも能や茶の湯に

堪能であったと主張している22．年号を「御出世以来」と書く海老澤も23,キリシ

タン劇が「日本の中央漬劇界［…］と直接交渉したあとは見られない」と認めなが

ら，次の段落で「日本演劇との融合」を語っていく24.ただし，上記の報告では，

例えば「猿楽という演劇の役者・技法を使って」「二，三の鼓に笛一本」「仮面」な

どというような，能と特定できる語彙情報が確認できない．なぜ先行研究において

｢キリシタン能」がこのように追求されるかというと，キリシタン劇と能のような

｢国劇」との影響関係を見出すことができれば，岡田もしたようにキリスト教と日

本文化を「全くその性質を異にした」存在25,つまり絶対的に矛盾しているものと

する固定観念が覆されるからである．しかし，史料のままのキリシタン劇も事実，

日本文化とキリスト教の融合である．ただ，キリシタン劇の源流となっている「日

本文化」が能などの「国劇」ではなく，無名の民間芸能としか言えないため，それ

が先行研究において認識されないだけである．したがって，本研究では能など上流

階級の芸能との関係を積極的に探ることはしない．

上司の前で筆者がこの出来事を語っているのは純粋に演劇を観た面白さも間違い

なくあるが，堕胎する婦人への誠めなど，信徒一同に対する宗教的効果を訴える姿
オルガリーア フオウガー

も見逃せない．この感想部分Iこは，謎のolgariaが「報告集』で（葡）fOlgar（楽し

む）と訳され，原報告でも明らかに「私が楽しんだだろう」という意味で使われる

ため，以上の難読箇所をもそのように訳した．否定しようとしているのはまさに

｢狂言綺語」の弊害であるが，最後に「もしかしてその晩のお祭で心の落ち着きが

足りなくなっているのではないか」という恐れから聖体拝領をさせないため，その

２１不干斉ハビアン「破提字子」海老澤有道，土井忠生，大塚光信編「日本思想大系25キリシタ

ン書・排耶書』岩波書店（1970年）447頁．

２２千草子「ハビアン：藍は藍より出でて』清文堂出版（1991年）

２３海老澤有道『洋楽演劇事始：キリシタンの音楽と演劇」大洋出版(1947年）１頁．この年号の

書き方は，西暦をもとの宗教的な意味，つまりイエスの誕生から数えた意味，を強調しているた

め，自分がキリスト教徒であるということを示している．

２４「洋楽伝来史」７４頁．

２５岡田章雄「南蛮キリシタン風俗」齋藤隆三，圭室諦成編「日本風俗史ｊ雄山闇（1941年）３．
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場の宣教師達自身もその弊害が出たと思っていることになる．ヨーロッパ諸国語に

おいて形成されてきたキリスト教の「真理」を初めて日本語で表すことさえ困難

だったが26,刹那に成り立つ芸能ならば，話が予期しないところへ飛んでしまう危

険性がさらに感じられたにちがいない．

そういう意味で，翌1561年のクリスマス演劇も失敗に終わっているようである．

【③原報告（葡)】２７

Emoutrasfestastamb6m,enesteannohzeraoalgumasrepresenta90es,como

emodiadeNatalLRepresentar且oantesdonacimentodeChristoodilｕｖｉｏｄｏ

ｍｕｎｄｏｅｍｔｅｍｐｏｄｅＮｏ６ｅａｓｕａｅｍtradanaarcaDepoisdistoocativeirode

Lotheavict6riadeAbraham、Nestascouzastodassemprecomcorreraotais

clrcunstAncias，ｅａｃｏｕｚａｓｅｔｒａｔａｖａｄｅｔａｌｍａｎｅｌｒａｑｕenaopareciatantoser

far9acomohu、ⅥvomotivodelouvaraDeosoqueneUasseviamtimamente

avindadospastoresaopres6pio,aprdticadaVirgemcomospastores､Entudo

istoouvesentimento，lagrhnasechoros，asinosquerepresentav2iocomonos

ouvintesDepoisdetudoistoouⅥraosuamissacomtodaadeva9ao,enenhum

comungou,porquequisopadrequeissohcasseperaodiadaCircumcissao．

【③原報告（和訳)】

今年，ほかの祭日のためにも，例えば降誕祭にも何遍かを演じた．キリストの

降誕以前，ノアの時代に世界の大洪水，そして彼が箱船に入った時を演じた．

このあとはロットの捕囚とアブラハムの勝利．これらの演目にこのような要素

がいつもあまりにもよく整ってきて，笑劇ではなく，その中で観たものにつけ

て神を誉め讃える生きた理由となるように扱われたのである．最後には羊飼い

達の飼葉桶への訪れ，羊飼いたちに対する聖母の行い．これらのすべてにおい

ては演じる人からも聴いている人からも，情緒や涙や嘆きが聞こえてくる．こ

れがすべて終わると，至極の信心でミサを聴いたが，神父がそれを割礼の日に

２６拙稿“MyChildDeus:GrammarversusTheologyinaJapaneseChristianDevotionalofl591,，，

ノリ"”αﾉqfﾙs"がＳ"ｄｊＢｓＶＯＬ１Ｎｏ､３（BriU,2014）参照．

２７サンチエス1562年10月11日府内発インド会友宛．Ｍ、3.5256.JS4.258v,Ｃ1.101い2,Ｍ32.345も

参照．

Hosei University Repository



１２９（12）

しておいてほしかったので誰もご聖体拝領はしなかった．

この記録は旧約聖書物語を多く挙げているが，前年の記録にも「他にも聖書からの

出来事の数々」とあるため，一曲一曲が初めて上演されているとは限らない・ノア

の箱船などをどのような絡繰り仕掛けで表現したのか興味深いが，詳述されていな
ファルサ

い、むしろ，（葡）far9a（笑劇）だろうという予想Iこ反して，それでも全員に大い

なる感動を与えたと主張し，信徒が完壁な信心でミサを聴いたと述べている．にも

かかわらず，聖体拝領が許されなかった，という風に，舞台効果よりも宗教効果の

方が中心となっている．

同じ報告書によると，翌1562年の復活祭にも演劇が催され，ここも大胆な演出が

試みられている．

【④原報告（葡W8

AodiadePAscoa,naprossisao［258v］daResurei9aoserepresentaraoalgumas

couzasdaSagradaEscIiptura,Comvemasaber,asaidadosmhosdelsraeUde

Egipto､Peraistonaofaltaraoengenhosperaquediantedanossaigrejase

hzessehumMarRoxo，oqualseabriaaopassardosisraehtas,ｅｓｅｔｏｒｎｏｕａ

ｓerrarquandopassavaFara6comseuex6rsito、Tamb6mserepresentoua

ist6riadoprofetaJonasquandosaiadabalea,ｅoutrascouzasaestassemelhanP

tes､AcabadaapressissaoouvehumaamoestaGaoaopovopermododerepre

sentaQao,emaqualconferiaoastristezaspassadasdapaixaocomaalegriada

Resurei9Eio,Detudoistosesatisfizeraotantooschrist2ios,esecomsolaraoem

oSenhor,quelhonaoseidizer．

【④原報告（和訳)】

復活祭の日，復活の［258ウ］行列では聖書のさまざまな出来事が演じられた．

すなわちイスラエルの子らのエジプトからの脱出．このためには技巧が充分

あって，教会の前方がひとつの紅海に見立てられて，イスラエル人達を通すた

めには開き，ファラオとその軍勢が通ろうとしたときにはまた逆に閉じてし

２８同．ＭＨ3.5256.JS4.258v,CEL101平2,Ｍ3.2.345も参照．
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まった．同じように予言者ヨナが鯨を逃れる物語も，他に似たようなものが演

じられた．行列が終わると，過去の受難の悲しみと復活の喜びとを混同してし

まったと言って，演じ方に関し，信者達への注意があった．これらすべてにわ

たりキリシタンたちは言葉も及ばないほどに主において満足し，慰められた．

同教会のクリスマス演劇を伝えた前掲箇所にもノアの場面への言及があったため，

これは復活祭限定の演目ではないが，管見の限り絡繰りの様子はこの報告にだけ詳

述されている．役者を通したり巻き込んだりする紅海を作るためには揚幕や引割鍛

帳のようなものが用いられたのであろうか．詳細は不明である．予言者ヨナの鯨脱

出は実際に当時ヨーロッパの聖史劇では大きな鯨の作り物で表現されており，
タンバイムセヘプレゼントー

(葡）施沈Ｍ'2se”,nese"わ〃という接続から考えて，紅海と「同じく」絡繰り仕掛

けで表現された可能性もある．ただ「同じように演じられた」とも読めるので暖昧

である．前年のクリスマスのときにも上演されたノアの演目を繰り返したためか，

復活祭らしさが足りないと役者が教会の前で司祭に注意されている．以上報じられ

たように二年前の府内での上演の際，信徒の「思い付きに任せた」というのは，あ

くまでも宣教師の都合の許す限りである．

もっとも，府内だけではなく生月や度島でも，翌1563年，クリスマスと復活祭だ

けではなく他の祭日に，演劇が上演されている．

【⑤原報告（葡)】２９

"αkﾉﾉi:s九zs”"cjPajs/７２e伽ＣＳＸβ助s腕"/ｔｓｍｅＷｐｍ加肋Ｍｊａｄｅ上/iJk/＆dDs

Reys/m2em50sA伽sdeAdU7O＆‘ｅＥ"α＆dDsHzs/W4es＆伽sα伽s＆ｄＺｚａＭＪａ

＆伽〃伽ﾉｱ"＠J＆α"ｊＭｚｄＤｓ肋ｊｓａｚﾉﾒs伽γ０Ｍ"j"oﾉDs"s加沈α"ｊａｄ０"、＆‘e

cO”ｏ肋Bspl1egD〃α阿仰”＆dDiipassamocO腕HCmdeWW1u/加妙舵腕ＣＯ"PC〆

、伽SCO”/Kg70m/＆。e"oね加耽,Zzk/"qyjck/Ｗ"〃助ａｊｌｇ７ｑｅｊａ,８s伽dD0しﾉﾙo”elq/dｅ

ﾉb"‘ｂα"dZz＆czk/”o"DC翅/dZzo"伽ＣＯ”ｅｃａｏａｃα"〃γ/ＣＯ”eme(Z/７〃Cl:/ｂＭＣ/Ｍｚ

α〃伽ｄｃＸｇ＆dtzglo"αｄｏｓｅ〃Ｓｃz"cね〃o”ｅ＆ｄＺｚＳ"αＳ(z"ｃｍＯＷ､＆dZzJ妬

ｄＤｓｃ〃沈如応＆ｃｅｇＷ伽。ひSCC""Ｃｓ＆ｅ"ZgZz"ｏｓｄＤＤｅ”o"'０，ｅ"たわ，(］し/bZM7O

〃Ｍ/Ｍｚα〃qj'ｔｅａﾉ蛇､'@α"｡U/See”０k/2）e応0s〃dDe碗ルαﾉﾉ"gDa,ｄｔｚ９"αＪＣＤ"sａ

２９フエルナンデス1563年４月17日横瀬浦発豊後会友宛．ＪＳ5.2.Ｃ1.115-118,Ｍ3.2.91も参照．
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/bj10Ptzd”〃ＷｃｏＭ,JadD，ｅｓ陀飲e"ｊＰ勿陀腕ａ/PeCjα〃肋Ｃｓ〃Z､／／22ノノ庇

町"j例"』＆。‘肋9"伽”ｚＪｑＡｊＭ"ｊ"0k/ＣＯ”ＣＭ/losii〃ａ５ｃα"ｍ５ｏ"〃ｃｏＭｚ

ｓｅ"肋８s〃＆CWC"｡C”〃０‘ｅｃｏγ＆ｓｊ"te”〃た〃９ｍ"`ｅｄｅ"＠F〃〃肋ねｎｏ加肋

ｃﾉﾉ6Ｗ,Ｗ､9"e”0ＪO""e、

【⑤原報告（和訳)】

主要な祝日にキリシタンたちは大いに祝うのである．特にイエスの日や王者達

の日にはアダム，イブ，羊飼いたち，天使たち，シビラ，最後の審判，馬小屋

で子供のイエスを訪れに来た王たちの到来，聖母が彼らに説教をした様子，ヘ

ロデとの出来事，どれも配役ありでとてもよく整えられていて信心深く演劇を

披露して，夜々教会へ来て，男性は一方に，女`性はまた一方にいて，キリスト

の全生涯，その聖なるみ名の栄光，その聖なる十字架，キリシタンたちの光，

異教徒たちの盲目，悪魔の欺臘を巡る問答歌を歌い出して，すべて彼らの言葉

で一句一旬交代交代にして，ほぼ夜通し過ごす．このことで神父も大いに慰め

られる．この習`慣があるのは特に生月と度島のキリシタン達で，老いも若きも，

これ以外は何も歌わず，これを諸記して，彼らのみならず，聞く人もこれで大

いなる信心を起こす．

ここで特に演劇が上演される主要な祝日とされている「イエスの日」「王者達の

日」とは，１月１日の聖名祭と１月６日の公現祭である．前者が日本のお正月と重

なるので主要な祝日となるのは当然であるが，公現祭はどうだろう．そこで鍵とな

るのは，「イエスを訪れた王たちの到来」である．これは，東方の王者三人が幼児

イエスに会いに来る中世伝説のことである．また，「ヘロデとの出来事」とは，イ

エスを殺そうと幼児を虐殺した君主へロデの物語を指す．なお，この年領主大村純

忠は以上の報告で「神父」と呼ばれている宣教師コスメ・デ・トーレスの手により

洗礼を授かり，最初のキリシタン大名となる．その結果，ポルトガル商船の寄港地

が大村領内の長崎に定まり，臣下も一同に改宗して，領内仏教徒への増税や居住地

の制限，寺社の破壊も始まるのである30．海老澤はこの演劇を生月と度島で上演ざ

３０Ｊ.Ｓ・AE1isonas,`JourneytotheWest,''ん，α"BSBﾉD"ｍａＪｃＷ?eﾉｵｇｉＯ脚sStzc`ｉ８ｓＶＯＬ３４,Ｎｏ．１

（2007),３０．

３１前掲書籍72頁．
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れたものとするが31,以下に掲げる同一人物の翌年の報告によるとこの次の1564年，
セルラプリメイラヴィエスケイゼレウエスタフィエス夕テニエンドパードレエン

生月と度島で（西／葡）ScγﾉZz伽腕Gymzﾉzes9"cjIgje伽Cs如万csmre"jeMopad”e〃
スコンパーニアトーダラノーチェ

s〃cqpa"ね/MzJα〃ocﾉｂｅ「一晩中神父を供にしてお祭をするのが初めてだった」と

ある32.したがって，以上「夜々教会へ来て・・・歌う」部分は「特に生月と度

島」の習,償を伝えているだけで，語り手がいて演劇が上演されるのは前文に続けて

大村である．すると公現祭の日に「東方からイエスを見に来る王者」やイエスを殺

そうとするへロデの演目は，大村純忠に向けて一種の君主論を述べるために上演さ

れた可能性が高く，君主を改宗に至らしめるための作戦の一部であったと見なすこ

ともできる．

形式について，少なくとも岡田章雄以来33,以上を含めて－部のキリシタン劇が
フィグーラ

人形劇であったという説もある．これは諸国語lこ見られるfiguraという語を（英）
フィギュア

figureと同じようIこ「人形」と解することによって可能になる．松田監訳も，「報
トドゥシュムイバイムコンセルタードウシュコムフイグーラシュイ

告集』でも綴りしか変わらない3４（葡）ｔｏdosmuybemcon9ertadoscomhguras＆
デヴォタメンテ

deuotam6teという文節を「いずれも人形（nguras）Ｉこより甚だよ<整えられており，

また信心深い演出であった」としている35.ただし，この言葉が人形を示すという

同時代使用例が見つからない．原義としては「形」「姿」で，人工の「絵」「図」

｢彫刻」「記号」をも示し，最後に「人物」「役目」「役者」もあるが，例えばフロイ

ス「日本史」で90例，ポルトガル語から日本語へ訳す「羅葡日辞書』で66例，その

逆方向の『日葡辞書』で148例ある中で，「フイグーラ」が「人形」を意味するのは

人間の彫刻としての「人形」のみである36．それに対して「人形」が彫刻ではなく

｢操人形」を意味する用例は「羅葡日辞書』にも『日葡辞書ｊにも１例ずつあるが，
ポニーフラテ

どれもフィグーラではなく（葡）bonihFateと，今も「操人形」を示す言葉で訳し

ている．秀吉による文禄二年禁中能を書き留めるフロイスの報告も，原本では
エントラローンポルフィゲーラスエルメスモタイコイイェヤーソイチクジェンドーノ

(西）ｃ"〃”〃ﾒﾘﾉ593`'zzscJ腕Cs腕oTtzjco,yjWzzso,ｙＣｈｊｃＺ`9℃"ｄｏ"ｏ「太閤自身と家康

３２フエルナンデス1565年９月23日平戸発中国会友宛．ＪS5.290.Ｃ1.200,Ｍ3.3.47も参照．

３３前掲書籍22頁．

３４CEvll5vら116v、

３５Ｍ，3.2.91.

36LuisFr6is,HHS〃"czde〃，α”’５vols・ｅｄ､JosefWicki（Ijsboa:BibUotecaNacionalPormgal，

1976);Djcﾉﾉo"αが"腕Lczr/"ｏＬｚＵｓｊｍ"た"”,acIbW"ｊｃ"腕（Amacusa:I、CollegiolaponicoSocietatis

lesu,1595)；ﾘﾉｂａｚＭａがｏｄｔｚﾉﾉ"ｇＤａｄＢｎＺＰα”:ＣＯ〃αdec〃わ〃ｃ”Ｐｂ、`gwes（Nangasaqui:Colle‐

giodelapamdaCompanhiadelesus,1603)．
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と［前田］筑前殿［利家］がフイグーラとして出てきた」とあって37,その時代と
ペルソナ

してもっとも充実してし､るラテン語訳版本「報告集』でこれは（羅）personａ
イブスイウスタイキーイエイアソエッ卜チクゲンドニレプライセンタバートゥル

ipsiusTaici,Ieiaso,etCicugEdonirepraesentabatuｒ「太閤自身，家康，そして［前

田］筑前殿［利家］の人物が演じられた」と訳されるが，秀吉等が人形として出て

くる人形劇が禁中で演じられたとフロイスが思い込むわけはなく，ラテン語の翻訳

者が暖昧なスペイン語を読み，秀吉等を演じる役者から演じられる登場人物に変え

てしまっているという興味深い点もあるが，とにかくヨーロッパ側でもフィグーラ

を「操人形」とは読んでいないことが明らかである．一方，フィグーラが屏風など

の「絵」を意味する用例は多くあり，キリシタン劇が絵を背景に演じられる，明治
チースリック

時代の活人画のようなものだったとする説はイエズス会士Ciesliklこよって呈さ

れている38．時代を考慮に入れると，むしろ絵解きのような要素を含めたとも考え

られる．先行研究では絵解きの可能性が無視され，操人形の説が作られたのも，先

述した「キリシタン能」と同じように，人形劇が「国劇」として認定されており，

絵解きがそうでないためではなかろうか．以上のような理由から，演劇という文脈

でのフィグーラは「絵」の可能性をも考慮に入れながら，まず「役者」と解する．

大村領のキリシタン劇は同1564年のクリスマスにも地方領主等によっても盛大に

行われており，翌年の報告がその様子を詳しく伝えている．

【⑥原報告（西)】３９

ﾉﾉiegMzﾉZz/7esmdUJMZzJ,，α,ｗｊｏａﾉｐＭｗｌ０ａＭｚγαﾉﾋzﾉﾉﾉiα‘e妙jdD9"7αﾉ，α‐
八

ｄｌＷＭｏａ伽！,ＣＯ”eﾉＦ〃e""〃o〃ＣＯ腕egSPamIse陀伽γｶﾉｧesmPoγα/jMZ6cγ

”"c/losXpzzOsjﾉＰＣγso6e"ｊｒａｐｅ`ｊγ腕"cﾉios6ezesdo"伽ルル伽伽ﾉZz九s､,ｑ

腕"ｃｈα‘Z/Mzcjo"j）αﾉqgmMeね〃SPOγルγ/α，伽Gj'ｍ６ｊｅｓ９"ejIgje伽csmﾉｧL

es加陀"ｊｅ"ｄＤｐａｄ”c〃んｑ，α"ｊαﾉMzJα〃ocbe・Csｵ"醜e”〃e〃JangﾙﾉiiaRBzZz"dD

s妬Ｒりzzz伽sjﾉcZjldtz"ｄｏａｏｃ/加紬"ｏウα9"e/〔z〃ocﾉｂｅ允尺””ん"剛α,α9〃

ん/CD、腕Cs,伽be腕ﾉMi8s〃ＣＯ加加"cﾉbαα/２９７りれ。‘んs〃肋ｓ‘osjﾉﾉｏｓｄｅ/ibtz"dD

co腕ｏＪＤｓｄ蜘e”ｊ"ｏａａＭｃｍ〃/290tノノＴＭＤｓａｅｓｍｊｉｇｌＢｓｊａｄＤ"ぬ，αル”〃ｊＭｚ

３７フロイス1596年９月18日都発12月28日長崎経由1596年報補週．JS52233v・ＤＣ”b妬”o"jbfs，

ｊ"djcjsejPe）Wα"jSePjs〃AJC”Ce"加ﾘｸﾞ２ｓ（Antwerp:MartinNutij,1605),349;Ｍ1.2.282も参照．

３８チースリツク「キリシタンと音楽」「悠久」９（1982年)．

３９フエルナンデス1565年９月23日平戸発中国会友宛．JS5290290v．
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ﾉα〃0c/ＩＣ”ｏｍｃｊ０〃j），α巾e”脚力，噺CSC伽CiC"cMCJ腕jste”ＭＭＺ〃ocﾉﾉ２，CO腕o

JaomcjoMeJ0sPZzs'ol1esj1o川柳ｉｓ〃osdeﾉα／iZg7tzdtzesc冗加、ｊ"伽｡"zjc"dO

aJOsPadl6esco腕ｏ６ｊ"ｊｅｌｗ０ｄＣＲり"α,JaazbePα‘e〃d0sﾉCSR”ｏｓａｅＭ２"α"ｏｓ

ｅｓ伽６２伽`cscsm"｡ＷﾉﾉOSC〃〃"/WSC""血decﾉO4jZ1MCs〃c"α伽ＭｃﾉＤ９"ｅ〃‐

ｄ０ｓ”CeMz””"cﾉiａ（l1soJtzcj0〃”Cs〃ｍｄｔｚｑ”"cﾉｂａｓｋＺｇｿｳﾞﾉ腕ZzsPa汀ｅＰａｓａｍ〃ｅ”

αz"伽αz"rigZzse”んに"gz`α”ﾉ００γBsdMibisL”α"e”可α〃e腕ＪＤｅ〃e‐

”0γCO”Ｃｅ腕ｅＪ〃c”0グルｅ沈伽｡jα＆〃cﾉﾉＯＳＧ、"dCde6(zsjo〃＆ＣＯ"伽ね〃０

腕Cs〃"doﾉoα"〃”Jos6csｵ物sガ９"ｅｚ）e"伽われｏ〃"αdDsdF腕z4jﾉ、9"oscc‐

dDscadM"腕ｏｑ/b”eaJoiiPMZzeSpjcjα/〃CDC”α"わ"jo＆伽”ﾉｸ柳.＆〃Csね

"ocﾉbe”0s〃伽，〃ｊＭαγαﾉeg7qiaj1c"腕""ｊｃａｓｊ０〃αわdDs/ｏｓＸｐ肋ｓＰｏＭ`CCC腕０

/b〃ノZzs”"c秒αJesPel:/b"Zzs＆〃CsねノがdBSl"８ｓ‘eJRejMje"２に勿吻ｓ腕〃

9ｍ"ｄＭｃａｍ"ｊ０ｊｗ月e"e”"cjacSpjcjα〃c"蛇ＤＣ腕α”伽ｊｏ”Cs加腕"cl2α/tz〃ｌＬ

ｊα"dtzdepO〃"ｃ(Zs〃〃zα"ｏ”α"ｊ０ａ卿伽ﾉﾗｗｍｓ〃αmJos9"ccα"加勿〃〃αｏ

`ｉｅｍ〃αノ0ｓ〃伽S，ＣａＯﾉ伽Ｏ９ｅ”ん０”e〃ｓ'iWdZz"ん"伽ｃα"わ。〃osjrOsos

腕α伽dtzγ〃加痢9"０６８s花グ，α'ｚｚｅｓｏｊｕ伽、加血〃，”α、γｅ(2k/７

，ＭＪ”",ル(zsmウzﾉﾉ"oeJtje”Ｍｅﾉα腕i/§αﾉα９"αＭ'e伽?”"cﾊα比"αcjO〃)ノ

9"jetZzcio"．

【⑥原報告（和訳)】

降誕祭が近づき，神父は，生月の島にはキリシタンがたくさんおり，何回も願

い出ていたのを知っていたため，カブラル神父とフランシスコ会のジヤコメ修

道士とを，お祭を執り行うためにその地へ送ることにした．そこでお祭を執り

行おうとすると，一晩中神父を供にしてお祭をするのが初めてだったため地元

の人は皆得意になって喜んで，教会の中でロザリオで祈ってその夜表現された

神秘を思い巡らした．ここにいる我々も，この教会ですべてを聴こうと思い

立った平戸のキリシタンの大いなる喜びのもとに執り行い，教会で一晩中祈っ

て過ごし，－時はその夜の神秘の演目で，例えば羊飼いの祈りなどの聖書の神

秘や，あらゆる国々の頭であるローマから，創造主から隠蔽され，あんな暗闇

にいた彼らに，これらの真理を伝えに来た様子を神父達に紹介したため，皆た

くさんの涙に加味された大いなる慰めを得たのであり，－時は彼らの言語によ

る神の賛美の歌を歌った．このようにして彼らがこれらのことを内面でも外面

Hosei University Repository



123（18）

でも理解され，大いなる信心と満足をも得ている様子は，服装にも現れる．な

ぜなら皆それぞれの収入に合わせて豪華な絹で着飾って来たからである．特に

ドン・アントニオとドン・ジョアンとが国王に次いでその地の主要人物にして，

皆彼らに対して尊重と崇敬の念を抱いていたため，その夜，キリシタンの皆に

格別の喜びと親愛を現して，ドン・アントニオは特に，自分の手で歌う人々の

ためにあった果物を男の子らに渡して大変懇ろな態度を現し，また，踊りなが

ら我々の教えを歌うように頼んでいたあるキリシタンには，そのために用意さ

せておいていた豪華な服をあげさせて，このようにミサの時間が来るまで過ご

し，ミサは大いなる信心と落ち着きで聴いた．

一晩中祈りや演劇で過ごしているのだが，聖書物語の演劇にはあまり触れない．ち

なみに，海老澤はこの記録の減少を真に受けてキリシタン劇が徐々に上演されなく

なったと解釈しているが40，ここも見られるように，キリシタン劇が報告されるの

は珍しい出来事で上司を喜ばせるためであり，すでに報告したことのある演劇の内

容や演出を何度も書くのではなく，特に同一筆者が報告している間は，新しいこと

しか書かないのである．海老澤が言うように，イエズス会内幹部の演劇への制限の

結果，弱体化した面もあるだろうが，それより重視したいのは，この制限によって

演劇を上司に報告する意味がなくなったということである．事実，下記の報告に，

｢過ぐる降誕のお祭に関しては，書くに値することは何もない．毎年書かれている

ので今年何をしたかはそれで知れたことであろう」とある．したがって，聖務日課

や毎日のミサと同じようにキリシタン劇も，報告されるのは最初の頃だけであるに

もかかわらず，禁教令の下る慶長末まで行われており，周知のこととして書かれな

くなっただけなのであろう．おそらくこのような理由で以上の筆者も聖書物語の演

目に短く言及し，宣教師達自身の日本への旅と宣教活動を描いた作品に飛び込んで

いるのである．
イントルドゥシエンドアロスパードレスコモヴィニエロン

なお，原報告に（西）ノ"伽〃zje"｡〃ﾉ0s'＠.豚ＣＯ腕ｏＵｉ"ｊｅｍ〃「神父達に彼らが

やって来た様子を紹介して」とあるところは，「報告集』のポルトガル語訳では間
ア

接目的語の前置詞ａ（lこ）が省かれ，動詞が先頭にあって主語が二番目に来ること

も両言語に多いため，松田監訳では司祭等が役者になって自分で演じているという

４０前掲書籍78頁．
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｢キリシタン能」再考（19）１２２

意味に変わってしまう．

【⑥報告集（葡)】４１

entremetendoospadrescomovieraOｄｅＲｏｍａｃａｂｅ９ａｄｅｔｏｄｏｓｏｓＲｅｍｏｓ，a

msinarlhesestasverdades,estadoeUesemtantacequelra，

【⑥報告集（松田監訳)】

司祭らはその間に，諸王国の首都であるローマから司祭らが訪れ，創造主を忘

れてはなはだしい無知蒙昧に陥っている彼ら（日本人）に真理を説く様を（上

演）した．

ただし，原報告からわかるように，役者は依然として一般信徒である．

競い合って豪華な服を着てくる信者達の様子から覗えるのは，この演劇が宗教的

な内容だけではなく社会階級的な役割をも演じたということである．なお，それを

介して地方の上流層も当然のごとく教会の年中行事に参加しているということも，

筆者が誇らしくも伝えている．ドン・アントニオとドン・ジョアンという二人の日

本人土豪が，領主である純忠に次いで全国民が尊敬している人であり，彼らさえ喜

ばせることができれば他は付いてくるという理論である．これは，まさに大村純忠

が改宗したために，臣下全員も一同に改宗したという同年の報告といかにも相応し

い．より低い階級に属する役者達の果物を取り，「自分の手で」童子にあげるとい

う行為はヨーロッパの聖人伝における優しい明君像と共鳴するが，男色などの性も

密接に関わる日本の伝統芸能では他にも共鳴するところが色々あることは，報告者

はおそらく知らないであろう．キリスト教の歌を歌った男性への禄として服をあげ

るのも前後の日本芸能史と一貫性が見られて興味深い．ここでもミサを聴いたとあ

るが，聖体拝領が許されたとは書いていない．

そういったキリシタン劇の社会的・経済的位相を物語る記録として，まだキリシ

タンになっていない大友宗麟の統治する府内で1566年のクリスマスの演劇を書き留

める報告もある．ここに「キリシタン劇論」とでも言うべき上演空間の説明もある

ので先行研究でも必ず言及されるのであるが，原文は以下の通りである．

４１同．Ｃ1.200,Ｍ3.3.48.
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【⑦原報告（葡)】４２

〃ｏ〃伽/ｐａｓａＣｊＭｔｚ/１日ｓｔｎｉｉｏ"z）ｅ〃〃‘卿ｏ〃Ｍｚｐｏγ９"ｅｐｏ/ｏｉｉｃＱｄｔｚａ"ＯＳＣ

GSC”"esob'ＷＳ〃ｓｅｅ”e"化、０ｹ雄c”oscsteα"ｏａｃｓｍﾉbsmac"伽伽剛y/ひｓ

伽s〃肋s〃sα伽“ＣＯ腕s"ａｓ”o伽胸ｅ磁仰'４８se"ｍｓｅ〃8s〃/i2smse"ｗｅ〃α

〃qｿﾉＭＭａｃ〃e"わ,〃０腕ejMtzigｿﾍﾞ2ﾉﾋJα域sPCzsosdZzcsc"t"、ＰＣγ/mgZ`、ｓケｏ

伽，qese"伽,αＳｙｃｏ籾０，αso"Ｌｓ肋osPaposco”ｏｏｍａｃａ伽。〃(ｊＺｍｄｅａｂｍ－

ﾉi伽,ｅ川,MjJ"z）j０，ｅα"Ｍe〃oe9seac"Ce加伽８sね‘"0.ｏａｚｓｑｄｅ〃qfe

se"s伽aros,ＣＯ伽Sc"'〃んcOb,ａｊＭｅ伽ＣＩＭ“gj'わ,ル"s加腕助Csルカ砧〃Cs伽

”，iese"ｍｐ励池０s〃γCs”"cjPajSPczcosｶﾞﾉｶﾞgz`、s,ｅｏ９腕azsco”DC〃ﾉｂｅＰｍ〃
～●

ｃα“ガノtzs”Cs腕ａｓ/:91"tzMeγSc"Ｍ１ＷＤＭ９"epe加沈PeaoBsc吻加γcom螂如ｏ〃

ｃ"α岬Ｊｊｓｍ,ｃα加励ｃ”〃iJcO〃,α妙me/ｂｍｏｍｅ"α伽，e、紬ＣＯ加see郷純一

’MclMz妙α‘0〃"αｉｉ/ｂｚａ０ｃａｓｏ力emdechzmP肋“CO"sα,Ｃｅ〃caP(7ＭＤＳ

〃伽sep0res伽ＣＯ妬αSSC"腕腕ｉｓ”0ＭＢ〃ｏｓａｓｑ"加允e,α伽加Ｍｓ,CO"sα伽

〃0Dα〃８s加配"鮒dtz血,ｅａｃｏ”dtzdmz”'６８se"〃`肋desc〃''６０，"０腕Ｍ０ａｃｏＣ北ａ

ｅｓｍ/i2sm腕“た"ね,〃肋Soo柳e"ｵｃＸｐＤｏｓ〃ａｓ伽yﾉDsgwlz幼s,Ｐα”"妬伽沈Bs-

腕ｏｓＸｐａｏｓ９"ePors"αｃ腕ね、？`OCC腕０，０〃CSCO籾`j血腕!`DC腕,α９"αＭｅｓｃ〃αｏ

ｌｌｙ"CSC〃omiiac"｡e"α〃(ｊＭｇｗ０ｔｃＺｉｏｇＺ‘ＯＳねグ〃紬Sc碗tc腕,ＣＯグｅ腕’雄/ｂｍ

Ｍ０ｓｅｌ"dems助pelzziWr9"αノグリjα〃z）〃〃ｏｔｊｃｊＺＭＤ９"Ｍｚ"ｊＭｚｚａ０ｃａｓＯ

ｐｅｌｚｚｓａＪ"ａｓ肋dtJsα〃ａｓ腕"sZiq"Ce”αlIgz‘脚ＭＭＣ解"jezzsyso/加伽"αＤＣ沙

加`ｅ〃〃‘e加池`ｅａｃｏ”"PC）Ｍ,､"伽航c〃ewetBs腕峨DPjlnjgm0osos〃αbl1Bsca

Po伽〃ｃα”MZzjgｿ４２m,soJ0腕肋α0ｓ〃ａ０ｓｅｃｏ腕ﾉﾙCSC”ｊｍＳ,ｏｓ９"ｅハ"α

ｅ”ｊＷｗＰ伽ｅ腕加助ｏｓ９"α曲ガｅ腕加ｿwlz,asy,seaco腕Ｍ７Ｍｐａｚｃｓ娩沈c〃ｏ

加加９"e〃紬secoJ〃ｅｑ”血，emco”ｏｓｇＢ"tios,ハc剛加ＰＣγsertMMiiﾉ"腕ｅ

ｅｃｏ"ﾉbec加肋,，"”cipiMeダαＣＯ腕"c〃αCSCS昭"“．

【⑦原報告（和訳)】

過ぐる降誕のお祭に関しては，書くに値することは何もない．毎年書かれてい

るので今年何をしたかはそれで知れたことであろう．このお祭には村々のキリ

シタンが奥さん達と子供達を連れて出席し，このお祭ではいつもご降誕の夜に，

４２フイゲレイド1567年９月27日豊後発．JS6:193-196v､Ｃ1.243,Ｍ3.3.219-26も参照．

Hosei University Repository



「キリシタン能」再考（21）１２０

教会の真ん中で幾つか聖書の段を，それらを演じる役者で，実際あったのと同

じように演じる．段には例えばアダムの堕落，アブラハムやロットの段，今年

始めた大洪水とノアの箱船，ヨセフとその兄弟とその父の話，エジプト入りま

でである．日本人達の習`慣にはこれらの演目の主な段を役者で現して，その詞

には，筆者・記録者・福音書の著者などに属するものは合唱団で歌って，外の

人たちはこれを巡る解説となりキリシタン達の啓蒙に繋がるような教理を差し

挟むことを任ぜられる．なお，これらが我が聖なる信仰の神秘，驚くべきこと，

この異教徒の地では大変珍しいことであり，演目がその相応しい形式に整えら

れると，たくさんの人はこの上演に入場させられる．これはキリシタンだけで

なく，キリシタン達の親戚の異教徒もその紹介を通してできるだけ密かに来る

のだが，門番がいなければ余りにも楽しむので皆出席するだろう．これも可能

であれば，とにかく魂の救いには大変有効なあのお知らせが伝わるだけに，あ

る意味では良いことなのだろうが，門は教会の中庭に面するし，群衆をそのよ

うに放っておけば必ず不都合で危険なことが起こってしまうに決まっている．

なので門はキリシタンとその連れ合いのみに開けることにして，入場したい人

は彼らの取り次ぎで誰でも入場でき，平和と静けさで席につく．このことによ

り異教徒の問ででも得られた収穫が多いのは，それがすべて光と理解，特に改

宗に至る理解だからである．

クリスマスの話は省略するという但し書きは，宗教儀式の話に関して言っているの

だろうが，フイゲレイドの几帳面な報告を読んでいると芸能関係箇所も本当に省略

された形だと思えてくる．他に見られないヨセフの演目を記録しているが，以上

1561年のクリスマスから府内で上演記録のあるノアの演目が今年初めて府内で上演

されているとも言うので不思議である．それはともかく，ここで注目したいのは演

劇論である．まず，役者をもって重要な場面を表現しており，その所作も台詞も役

者が演出するが，聖書ではナレーションになっている部分は地謡が唱える．なお，

他にもナレーターとはまた別の人で宗教的な解説を言い足す人も複数いる．これは

日本伝統芸能とは異なるようにも思われるが，実は「日葡辞書』でｎ６ａｉ［能問］
へプレゼンタセウエムケスッマーリアメンテセデイジュウデケセトラータヌアウトゥ

の条項には尺幼j3ese"ねP〃ｅ腕９"Cs"加沈α加加e"蛇ｓｅｄｆｚｏ“９"CSC〃ね〃ｏα柳

｢演劇の内容が要約的に言われる演芸」とあり，「羅葡日辞書」もあるラテン語条項

の和訳として１V､"ｏノtZ"”α、z[z,ｗｓａ９ｚ"、加歴〃ｓｏ"OCC剛α伽ｏｃａｍ'ＷＭＤ"ｏｊＭＪ，
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"伽ｏａｊ（能の始まらざる先にまづそのことわりを語ることを言う，能の間）とあ

るため，かえってこの解説者はキリシタン劇を能と関連付ける最も強い理由の一つ

なのかも知れない．

１６世紀の作品とされる歴博甲本「洛中洛外図屏風』に「くわんせのう」という箇

所で，能舞台の周りに囲いが建てられて入場が制限されているが，キリシタン劇の

場合は金銭ではなく魂を集めようとしており，誰を何人入れてもいいはずである．

ただし，門が教会の中庭に面しているためか，その場合は不都合と危険性が生じる

だろうとある．教会構内で暴れ出す異教徒をヨーロッパ側の読者が想起しないよう

Iこか，『報告集」では「危険‘性」という語だけが削除されている．だが，宣教師達

がそういった騒動も起こるのではないかと恐れていた様子が，原報告から覗える．

本稿では演劇の記録を取り上げているが，他にも供奉の行列，復元されたイエス

の十字架，お墓の前での通夜，説教や論議文学の朗詠や大衆による踊りなどの活動

も始終記録されている．中には独り舞台，語り物芸能のようなものもある．例えば

1567年の五島列島における復活祭の日に関して，『報告集」では次の通りにしか記

されない．

【⑧報告集（葡)】4３

０diadePascoagastaraoemda9as,＆ｃａｔａｒｅｓｔ５ｄｏａｓｃａｓａｓ＆ruasenramadas

cOmuitosramoseflores､ＮｏｍｅｏｄｅｈＵａｄａ９ａＥｔｒｏｕｈｔｉｃｈｒｉｓｔａＯｄｏＲｅｉｎｏｄｅ

ＡｒｈｎａｃＯｈｔｉａｃｍｚａｓｃｏｓtas＆hfiacoroadeespinhosnacabe9a,dizendoalgfis

ditosemsuaUngoa,muitodeuotos．

【③報告集（松田監訳)】

復活祭の日は多数の枝や花で家や通りを飾り，舞踊や歌唱を行なって過ごした．

舞踊の途中で，有馬国の一キリシタンが十字架を背負い，茨の冠を被って，日

本語でいとも敬慶な格語を述べた．

これに対して原報告を見ると，有馬領，つまり島原半島の人による「格語」ではな

く，舞装束を着た派手な語り物が上演されたとが詳しく述べられている．

４３モンテ1567年10月26日五島発ローマ大学宛．Ｃ1.249巳v,Ｍ3.3.248.
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「キリシタン能」再考（23）１１８

【⑧原報告（伊／西)】４４

"Ce"elw'０ｍ"ｍ/i?ｅＭｊ"o"o"ｃｃ"ｅ〃CPCγｄＺｗ”o/ｔＭＭｅａｊＭｇｿ００”・ﾉｶ”"０

”o/川川柳""〃ＣＯ”牢tZzMMas`がCO腕ｅα"c/20γ〃eﾉﾉａｐｌｚｌ/５sわ"ｃ‘eﾉﾉ[z〃oね．

ａｚｚ施如〃伽"orjo"ｅ８ｓｅ"伽肋ｃ〃ｅ，α”"αｃﾉｂｅノtz此"ｏ〃地"ｊ〃ccﾉﾉｉｄｅ

ａ`伽α､/ｔｃＭｚｐｍ/Ｍｉｏ"ＭＣﾉﾙｿ６２/)"mjo"ｅﾉZz”αｵﾉ"αｄＣｐＣｚｋ/:/bzmMz〃α’０"｡Ｃ

,Mzz”"ｏ柳j〃〃""CCD〔/Ｍｚ/MeMg7Zome､PoMCZβ"α、"０柳脚！αgiesmco沈

沈o肋α”0”e/Cﾉbα冗如.ｵ伽ﾉﾉgiomOルノ厄如ﾉＭ２ｓｍ８ａＪｅｇ７ｍｃﾉbe〃ｄｌａ”"αﾉ

ﾉ"0ﾉｾＳｍ‘Ｃａ`、”Ｓｍ"α"０〃e化〃jej"伽Scα花,erco〃〃００Jね/ＩＤ”,ｅｵﾉ"ねル

ノ０”αzse，apo伽,ﾉb”"ｏ”oﾉﾉＭＭｔｚ"Sc,eMiPo"ｅｊ〃んaJj"gZ`α、ｊ〃腕ｑｇｉＤｄＣ

""α伽αｊ"ｊＭ"ｏ〃iZz"Ｍｶﾞﾉ惚卵川畑剛αＣＯ〃"αclwce〃伽./iクルＣＭ"αcO-
A

m"α(たＷ"ｅ／iWej！c〃0,ＣＭ雌aJc""Ｍﾉｵﾉj〃／Mz〃'@g"α・s・zzk/iico腕ｅＸ｡〃０

ﾉ６０，２.肋”〃α伽／i`pemdD，ｅt〃j脚ﾉﾉｶoね”ｄノノ血沈0"ｊｏｃｏ腕ノＺｚ加川Ｍ'ﾉﾉZz

ClWCeeMZZ"Ｍｚｇｍ⑰e吻切αz〃"0力ａＭＺ”αﾉﾉZZg！o"αc力ｅ允池ﾉcZgWb"０，et

c､！[z〃〃"０ｐｉｇ/MSC./Mzc'ｗｃｅｅｵs鯏応ｅノノルｏｃ〃伽"ｊ0.ｐｊｃｏ”９"Csわんノ

リＭ/ＭＭＣ"otjo"ｃｃ"csi”Ce"e/ｃｄｅ〃〃JactjseMjtMZ0ﾉ〃９！Ｄｍｚダノto"olMZz

ads妙o"．

【⑧原報告（和訳)】

復活の行列は復活祭の朝の夜明けから行われ，皆主において至極に慰められた．

それから皆は大いなる友情と親愛をもって教会でお食事をした．一日中ヨー

ロッパでないとは思えないほど喜ばしい宴会が続いた．すべての街並みには木

の枝やたくさんの花が，また皆の家にも門にも飾ってあり，彼らはたくさんの

踊りや歌を自分たちの言語でする．踊りの最中に，有馬国のあるキリシタンは

十字架を担いで茨の冠を被り，我々の贈い主キリストがその十字架での死に

よって勝利を得て，悪魔から権利を奪い取っているのだという旨のいくつかの

話を彼の言語で語り，［炉端／道端］から少し離れて立ってこの印においてあ

るべき栄光を歌い，－度歌ったら十字架を担いでその指揮者［イエス］の跡を

追っていった．主の栄光と誉れとして，言葉においても行いにおいてもこのよ

うな信心は最近見られる．

４４同．ＪS6.253.
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カミーノ

まず，この独演会が行われる場所については不明である．caminoというのが依然

としてイタリア語であれば「炉端」という意味で，前文にお食事をしているとある

教会の中だということになる．ただ，ローマ大学へ向けて執筆されているためかモ

ンテが特別に使っているイタリア語が綴りも文法もかなりスペイン語を気触れてい

る．そのため，カミーノだけをスペイン語として読んで「道」と解することもでき

る．そうすると「道端」となり，供奉の行列や踊りに引き続き屋外での語りとなる．

以上のいくつかの報告でも，クリスマスのときに生月，度島，平戸の信徒が大村に，

豊後では府内に集まっている様子が覗えるが，ここでは逆にポルトガル商船が錨泊

する長崎・口之津辺り，言わば中心部の人が離島へ行き，クリスマスを過ごしてい

るのである．宣教師もそもそも地方を巡行しながら活動しているため，熱心な信者

がそれについていく形で五島列島へ渡ることなど，様々な事柄が考えられるが，五

島列島の市場に応じてキリスト教ものの芸能を準備して，魂だけではなく金銭のた

めにも，プロの舞太夫として遠征しているとも考えられる．バチカン文庫蔵の『バ

レト写本』に日本語のキリスト教説話に「我々の『舞』○○丁を参照」という傍注
シュッテ

カョあるため，その写本の発見者であるイエズス会士SchUtteも前述のチースリック

もこれに基づき「キリシタン幸若」が作曲され，さらに出版され，以上追究してき

たキリシタン劇もすべて幸若舞であろうとしている45．ただ，柊源一も指摘してい

るように，そこで「大職冠の舞」と具体的に挙げられている曲名は既存の舞曲で

あって，バレト写本の本文とテーマ上の共鳴を示しているだけであるため，他の傍

注も普通の舞曲と単なるテーマ的な関連性を指摘しているだけだとも考えられる46．
ライムス

シュッテの弟子Leilnsもキリシタン劇の存在，このキリシタン幸若説，そして当

時ヨーロッパの演劇に「写実性」と「内面性」があり，歌舞伎においてそれらが日

本の演劇で初めて現れたという前提に基づいて，イエズス会芸能活動が歌舞伎の発

明を触発した決定的な刺激であったとまで主張している47．これらの先行研究に比

４５JosefSchiitte,“ChristlicheJapanischeljteratur,BilderundDruckbliittermememUnbekannten

VatikanischenCodexausdemJahrel591,''Ａ""""腕HKS勿沈"腕Ｓｏｃｊｅｍ'jsLs脚ＶｏＬ９（1940)，

256257.チースリック「宗教思想史から見たバレト写本」「キリシタン研究第七輯」（1962年)．

４６柊源一「キリシタンと舞」「国語国文」３５/６（1966年)．

４７ThomasLeims,ＤｉｅＥ)@た蛾泌"gdesKbb"ルオ７１PTZ"sﾙ"""”/〃〃Ｅ"、Pα:ﾉﾋZ，α〃ｊ〃１６〃"ｄＺ７;ん"

ん""｡e〃（Leiden:Brill,1990)．NicolaLiscutin書評“ReviewofDjeE"たeﾉi郷"gdesKtzb"ﾙｿﾞ:、z”

ｓｂ""…ﾉﾉo〃Ｅ"叩α:ﾉtZPα〃j”１６脚"。Ｉスルル池""｡C減byThomasF・Leims,，，ＭＯ""”e"mMPp0ル

ノｃｚｚＶＯＬ４６Ｎｏ､２（1991）も参照．
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ベ原報告の内容は，キリシタン芸能の一般庶民における普及を具体的に見せてくれ

ている．

「国劇」めいたものとの影響関係はともかく，以上では，九州地方の教会を中心

に演じられたキリシタン劇の様子を書き留めるイエズス会日本報告をいくつか，目

撃者に最も近い原写本から取り上げてみた．その結果，日本人キリスト教徒が異文

化圏の諸国語を習い，その宗教説話を邦語に訳した上で，配役，節付け，型付けを

行い，他に例を見ない舞台効果を企み，自力でキリシタン劇を上演していたことが

明らかになった．一方で，イエズス会士達は，演劇そのものに対しては懐疑的であ

り，それを上演する信徒達の信心を監視し，領主の好意を買うために演劇の内容や

上演時期を選び，教会構内に大勢の異教徒を入れることに不安を抱いている．地方

の有力者は，立派な服を着て典礼に出席し，観劇や男色などの娯楽に耽り，その服

を禄として役者にも配り，宣教師達の世話焼きを楽しく受け止めている．さらには，

宣教師達の影で諸国を旅し，教会の年中行事に合わせてキリスト教を題材とした芸

能を披露していく語り太夫の存在も覗える．このようにキリシタン劇を垣間見るこ

とができた現時点で164件確認できている芸能関係箇所の中で，本稿では８件を

掲げて論じたが，今後はさらなる記録の目録化と調査を課題としたい．
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